
- 117 - 
宗教学研究室紀要 vol. 11, 2014 

―宗教学研究室紀要編集委員― 

 

氣多雅子         京都大学大学院文学研究科  教授 

杉村靖彦         京都大学大学院文学研究科  准教授 

美濃部仁         明治大学          教授 

脇坂真弥         大谷大学          准教授 

 

―第 11号執筆者紹介― 

 

長坂真澄         大阪大学 日本学術振興会特別研究員 PD 

トゥールーズ‐ジャン・ジョレス大学 協力研究員        

藤田俊輔         京都大学          非常勤講師   

大坪哲也   京都大学大学院文学研究科  博士課程 

山根秀介         京都大学大学院文学研究科  博士課程 

  松葉類          京都大学大学院文学研究科  博士課程 

  吉野斉志         京都大学大学院文学研究科  博士課程 

   

 

＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 

 今年度の研究室紀要においては、計六本の公

募論文を掲載することができ、誠に嬉しく思っ

ております。多種多様な思想家や問題関心に対

する論文が出され、研究室の若手の活発な活動

をお伝えできたのではないかと思っておりま

す。様々な専門領域の研究者たちが互いに刺激

を与えながら研鑽を積むことは、本研究室の良

い伝統ではないでしょうか。 

 各論文の査読にご協力いただきました先生方

には、厚くお礼申し上げます。また編集作業に

おいて誤字脱字や書式の不揃いに閉口している

自分を助けてくれた先輩方や友人にも感謝いた

します。この編集作業は、論文の形式について

考える良い機会ともなりました。先生方のご指

導や紀要編集の経験を、今後の論文執筆に活か

していく所存です。  

 （長岡徹郎・山根秀介記）  
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